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はじめに

• 雪崩による災害は，これまで数多く
発生しているものの，その記録の継
承はなされていないのが現状です．

• 個々には新聞，学会等で報告され
ていますが，目にする機会は少ない
です．これらの資料には今後の雪崩
対策等に役立つものが多く，特に，
雪崩の発生特性とそれに対する対
策資料は貴重であると考えます．

• なだれ防災技術フォーラムでは，多
くの事例を収集整理し，今後に役立
てたいと考えています．

全層雪崩

雪崩予防柵
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位置図

新潟県津南町
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概況

1986年（昭和61年）2月雪崩災害の発生日時

新潟県中魚沼郡津南町 前倉地区雪崩災害発生場所

雪崩は人家の脇を通過して神社前の杉林手前で停止雪崩災害の状況

面発生乾雪表層雪崩雪崩の種類

布倉山北面の急斜面，標高1000ｍ雪崩の発生位置

水平方向の流下延長は550ｍ，デブリ末端から発生区までの見通し角は25.1°雪崩の走行距離

不明雪崩の堆積量

布倉山の北面台地上に広がる戸数9戸の集落
集落を半円上に取り巻く斜面は標高差が300ｍ～400ｍ
落葉樹の中木密・高木中密の植生

災害地の概要
（地形・地質・気象条件など）

斜面の木（大きなブナの木）を切り過ぎたために発生．
雪崩発生区の斜面は高木が途切れた部分であり，半月状をなしていた明確な破断面を確認．

雪崩の発生原因

前倉地区は信濃川水系中津川岸の台地上に発達した集落であり，標高は約750ｍ．年最大積
雪深の平均は3ｍを越え，冬期間の気温は低く，雪は北陸山地にみられる湿ったものでなく，
サラサラし軽い．

現地の概況
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雪崩の経路
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図－雪崩発生斜面全景1)

気象データ
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図－気象データ収集位置2)

表－年最大積雪深（cm）2)

対策工の検討

雪崩予防柵・雪崩防護（減勢）柵雪崩対策施設

前倉地区の集落保全対象

雪崩発生区の標高1000ｍ地点付近（前倉集落上方の比較的均一な斜面）施工位置

新潟県十日町土木事務所施設管理

45°発生区の勾配-発生区の幅550m以上斜面長

斜面状況 25.1°見通し勾配-堆積区の幅1000m発生区の標高

東向き斜面の1ｍ以上の低木斜面の植生

350 kg/m3積雪密度3.67m柵高5.17m設計積雪深
設計条件
（発生区）

1ｍ以上の低木植生45°斜面勾配

130 kg/m3雪崩密度21.1m/s雪崩速度2.4m雪崩層厚
設計条件
（減勢柵）

ξ=1000乱流減衰係数45°～60°斜面勾配Voellmyモデル
雪崩シミュレー
ションモデル
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雪崩予防柵

雪崩予防柵

表層雪崩の発生区対策としては雪崩予防柵が最も適性であるということになる．但し，
雪崩予防柵でも設計積雪深が5ｍを超えるような大規模なものになると，基礎工の工事
のためかなりの周辺樹木を伐採する必要がある．

施設の選定方法
（設計方針）

施設概要 第1計画対象：既往雪崩対策
第2計画対象：危険度ランクAと判定された斜面，およびその斜面から流下してくる雪崩配置計画

設置基数：143基施工規模

柵長8ｍ，柵高3.67ｍ，柵間隔1ｍ，3スパン，連続基礎のコンクリート構造規格（柵高・タイプなど） 7

図－雪崩対策平面図2)



雪崩防護（減勢）柵

雪崩は集落上方の道路近傍で100ｍ程度の幅に収束することが地形解析結果から得られてお
り，この位置に効果的な走行区対策を講じれば，前倉地区を雪崩の危険から守ることができる．
柵の効果は横バーの空隙率によって任意に設定できる．
斜面から発生した雪崩は集落上方の緩斜面部で停止させることできる．

施設の選定方法
（設計方針）

施設概要 勾配10°前後，深度2～3ｍで地下水の影響なく良好な基礎地盤
各発生区から雪崩が収束している斜面

配置計画

1列施工規模

柵高7.4ｍ，柵間隔0.7ｍ，19スパン，連続基礎コンクリート構造規格（柵高・タイプなど） 8

図－雪崩対策平面図1)

雪崩予防柵設置概要
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図－雪崩予防柵設置概要

雪崩防護（減勢）柵設置概要
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図－雪崩防護（減勢）柵設置概要1)

まとめ

• 今後もなだれ防災技術フォーラムでは，このような
事例を収集し，整理していきたいと考えています．
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